
●福音聖句１００● 

 

◆本来の人間 

 

１．創世記１章 27 節 

 神は人をご自身のかたちとして創造された。神のかたちとして彼を創造し、男と女とに彼らを創造された。 

 

２．創世記１章 28 節 

 神は彼らを祝福された。神は彼らに仰せられた。「生めよ。ふえよ。地を満たせ。地を従えよ。海の魚、 

空の鳥、地をはうすべての生き物を支配せよ。」 

 

３．創世記２章７節 

 神である主は土地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息を吹き込まれた。そこで人は生きものとなった。 

 

◆根本問題 

 

４．ヨハネの福音書８章 44 節 

 あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって、あなたがたの父の欲望を成し遂げたいと

願っているのです。悪魔は初めから人殺しであり、真理には立ってはいません。彼のうちには真理がない 

からです。彼が偽りを言うときは、自分にふさわしい話し方をしているのです。なぜなら彼は偽り者であり、

また偽りの父であるからです。 

 

５．ローマ人への手紙３章 23 節 

 すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、 

 

６．創世記３章５節から６節 

 あなたがたがそれを食べるその時、あなたがたの目が開け、あなたがたが神のようになり、善悪を知るように

なることを神は知っているのです。」 

 そこで女が見ると、その木は、まことに食べるのに良く、目に慕わしく、賢くするというその木はいかにも 

好ましかった。それで女はその実を取って食べ、いっしょにいた夫にも与えたので、夫も食べた。 

 

◆人間の努力と神様の解決策 

 

７．コロサイ人への手紙２章８節 

 あのむなしい、だましごとの哲学によってだれのとりこにもならぬよう、注意しなさい。それは人の言い伝えに

よるもの、この世の幼稚な教えによるものであって、キリストによるものではありません。 

 

８．イザヤ書６４章６節 

 私たちはみな、汚れた者のようになり、私たちの義はみな、不潔な着物のようです。私たちはみな、木の葉

のように枯れ、私たちの咎は風のように私たちを吹き上げます。 

 

 



９．使徒の働き４章１２節 

この方以外には、だれによっても救いはありません。天の下でこの御名のほかに、私たちが救われるべき名は

人に与えられていないからです。」 

 

１０． ローマ人への手紙５章８節 

しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに

対するご自身の愛を明らかにしておられます。 

 

１１． 創世記３章１５節 

わたしは、おまえと女との間に、また、お前の子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、お前の頭を踏み

砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。」 

 

１２． イザヤ書７章１４節 

それゆえ、主みずから、あなたがたに一つのしるしを与えられる。見よ。処女がみごもっている。そして男の子

を産み、その名を『インマヌエル』と名づける。 

 

１３． マタイの福音書１６章１６節 

シモン・ペテロが答えて言った。「あなたは、生ける神の御子キリストです。」 

 

１４． イザヤ書５３章５節 

しかし、彼は、私たちのそむきの罪のために刺し通され、私たちの咎のために砕かれた。彼への懲らしめが

私たちに平安をもたらし、彼の打ち傷によって、私たちはいやされた。 

 

１５． ヨハネの福音書１章１４節 

ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。父のみもとから来られたひとり

子としての栄光である。この方は恵みとまことに満ちておられた。 

 

１６． コリント人への手紙第一１５章３節から４節 

私があなたがたに最もたいせつなこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次のことです。キリストは、

聖書の示すとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、また、葬られたこと、また、聖書の示すとおりに、三

日目によみがえられたこと、 

 

 

◆イエスキリスト 

 

１７． ヨハネの手紙第一３章８節 

罪を犯している者は、悪魔から出た者です。悪魔は初めから罪を犯しているからです。神の子が現れたのは、

悪魔のしわざを打ちこわすためです。 

 

１８． ヨハネの福音書１４章６節 

イエスは彼に言われた。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれ 

ひとり父のみもとに来ることはありません。 



 

１９． マルコの福音書１０章４５節 

人の子が来たのも、仕えられるためではなく、かえって仕えるためであり、また、多くの人たちのための、

贖いの代価として、自分のいのちを与えるためなのです。 

 

２０． ペテロの手紙第一３章１８節 

 キリストも一度罪のために死なれました。正しい方が悪い人々の身代わりとなったのです。それは、肉に

おいては死に渡され、霊においては生かされて、私たちを神のみもとに導くためでした。 

 

２１． マタイの福音書１章２１節 

マリヤは男の子を産みます。その名をイエスとつけなさい。この方こそ、ご自分の民をその罪から救ってくだ

さる方です。 

 

２２． ピリピ人への手紙２章９節から１１節 

それゆえ神は、キリストを高く上げて、すべての名にまさる名をお与えになりました。それは、イエスの御名

によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののすべてが、ひざをかがめ、すべての口が、 

「イエス・キリストは主である」と告白して、父なる神がほめたたえられるためです。 

 

２３． ヨハネの福音書１章１２節 

しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えに

なった。 

 

２４． ローマ人への手紙１０章９節から１０ 

なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者の中からよみがえらせて

くださったと信じるなら、あなたは救われるからです。 人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われる

のです。 

 

２５． ヨハネの黙示録３章２０節 

見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。だれでも、わたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしは、彼の

ところに入って、彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする。 

 

◆救われた者の祝福と確信 

 

２６． コリント人への手紙第一３章１６節 

 あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っておられることを知らないのですか。 

 

２７．ヨハネの福音書１４章１６節から１７節 

  わたしは父にお願いします。そうすれば、父はもうひとりの助け主をあなたがたにお与えになります。その

助け主がいつまでもあなたがたと、ともにおられるためにです。その方は、真理の御霊です。世はその方を受

け入れることができません。世はその方を見もせず、知りもしないからです。しかし、あなたがたはその方を

知っています。その方はあなたがたとともに住み、あなたがたのうちにおられるからです。 

 



２８．使徒の働き１章８節 

 しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたがたは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤと

サマリヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人となります。」 

 

２９．ペテロの手紙第一２章９節 

しかし、あなたがたは、選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神の所有とされた民です。それは、あな

たがたを、やみの中から、ご自分の驚くべき光の中に招いてくださったかたのすばらしいみわざを、あなたが

たがたが宣べ伝えるたるためなのです。 

 

３０．イザヤ書４１章１０節 

恐れるな。わたしはあなたとともにいる。たじろぐな。わたしがあなたの神だから。わたしはあなたを強め、

あなたを助け、わたしの義の右の手で、あなたを守る。 

 

３１．イザヤ書４３章１節 

だが、今、ヤコブよ。あなたを造り出した方、主はこう仰せられる。イスラエルよ。あなたを形造った方、

主はこう仰せられる。「恐れるな。わたしがあなたを贖ったのだ。わたしはあなたの名を呼んだ。あなたはわた

しのもの。 

 

３２． ルカの福音書１０章１９節 

確かに、わたしは、あなたがたに、蛇やさそりを踏みつけ、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を授けたのです。

だから、あなたがたに害を加えるものは何一つありません。 

 

３３． へブル人への手紙１章１４節 

御使いはみな、仕える霊であって、救いの相続者となる人々に仕えるため遣わされたのではありませんか。 

 

３４． ピリピ人への手紙３章２０節 

けれども、私たちの国籍は天にあります。そこから主イエス・キリストが救い主としておいでになるのを、

私たちは待ち望んでいます。 

 

３５． マタイの福音書２８章１８節から２０節 

イエスは近づいて来て、彼らにこう言われた。「わたしには天においても、地においても、いっさいの権威が

与えられています。 それゆえ、あなたがたは行って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。そして、父、子、

聖霊の御名によってバプテスマを授け、 また、わたしがあなたがたに命じておいたすべてのことを守るよう

に、彼らを教えなさい。見よ。わたしは、世の終わりまで、いつも、あなたがたとともにいます。」 

 

３６． ヨハネの手紙第一５章１１節から１３節 

そのあかしとは、神が私たちに永遠のいのちを与えられたということ、そしてこのいのちが御子のうちにある

ということです。 御子を持つ者はいのちを持っており、神の御子を持たない者はいのちを持っていません。 

私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこれらのことを書いたのは、あなたがたが永遠のいのちを

持っていることを、あなたがたによくわからせるためです。 

 

 



３７． ヨハネの福音書１６章２４節 

あなたがたは今まで、何もわたしの名によって求めたことはありません。求めなさい。そうすれば受けるのです。

それはあなたがたの喜びが満ち満ちたものとなるためです。 

 

３８． ヨハネの手紙第一１章９節 

もし、私たちが自分の罪を言い表すなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、すべての悪から

私たちをきよめてくださいます。 

 

３９． コリント人への手紙第一１０章１３節 

あなたがたの会った試練はみな人の知らないものではありません。神は真実な方ですから、あなたがたを、

耐えられないほどの試練に会わせることはなさいません。むしろ、耐えられるように、試練とともに脱出の道

も備えてくださいます。 

 

４０．箴言３章５節から６節 

心を尽くして主に拠り頼め。自分の悟りにたよるな。あなたの行く所どこにおいても、主を認めよ。そうすれば 

主はあなたの道をまっすぐにされる。 

 

◆サタンの正体 

 

４１． ヨハネの福音書１６章１１節 

さばきについてとは、この世を支配する者がさばかれたからです。 

 

４２． コリント人への手紙第二１１章４節 

というわけは、ある人が来て、私たちの宣べ伝えなかった別のイエスを宣べ伝えたり、あるいはあなたがたが、 

前に受けたことのない異なった霊を受けたり、受け入れたことのない異なった福音を受けたりするときも、あな 

たがたはみごとにこらえているからです。 

 

４３． エペソ人への手紙６章１２節 

私たちの格闘は血肉に対するものではなく、主権、力、この暗やみの世界の支配者たち、また、天にいる

もろもろの悪霊に対するものです。 

 

４４． エペソ人への手紙２章２節 

そのころは、それらの罪の中にあってこの世の流れに従い、空中の権威を持つ支配者として今も不従順の子らの 

中に働いている霊に従って、歩んでいました。 

 

４５． コリント人への手紙第二４章４節 

その場合、この世の神が不信者の思いをくらませて、神のかたちであるキリストの栄光にかかわる福音の光を

輝かせないようにしているのです。 

 

４６． ヨハネの黙示録１２章９節 

こうして、この巨大な竜、すなわち、悪魔とか、サタンとか呼ばれて、全世界を惑わす、あのふるい蛇は投げ

落とされた。彼は地上に投げ落とされ、彼の使いどもも彼とともに投げ落とされた。 



４７． 使徒の働き１０章３８節 

それは、ナザレのイエスのことです。神はこの方に聖霊と力を注がれました。このイエスは、神がともにおら

れたので、巡り歩いて良いわざをなし、また悪魔に制せられているすべての者をいやされました。 

 

◆福音 

 

４８． コリント人への手紙第一１章１８節 

十字架のことばは、滅びに至る人々には愚かであっても、救いを受ける私たちには、神の力です。 

 

４９． ローマ人への手紙１章１６節 

私は福音を恥とは思いません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、信じるすべての人にとって、救いを 

得させる神の力です。 

 

５０． ローマ人への手紙１章２節 

この福音は、神がその預言者たちを通して、聖書において前から約束されたもので、 

 

５１. マタイの福音書１１章２８節 

すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげ

ます。 

 

５２. ヨハネの福音書３章１６節 

神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして

滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。 

 

◆聖書 

 

５３. テモテへの手紙第二３章１６節から１７節 

聖書はすべて、神の霊感によるもので、教えと戒めと矯正と義の訓練とのために有益です。それは、神の人が、 

すべての良い働きのためにふさわしい十分に整えられた者となるためです。 

 

５４． マタイの福音書５章１８節 

まことに、あなたがたに告げます。天地が滅びうせない限り、律法の中の一点一画でも決してすたれることは

ありません。全部が成就されます。 

 

５５． 詩篇１１９編１０５節 

あなたのみことばは、私の足のともしび、私の道の光です。 

 

５６． イザヤ書４０章８節 

草は枯れ、花はしぼむ。だが、私たちの神のことばは永遠に立つ。 

 

 

 



５７． ヨハネの福音書２０章３１節 

しかし、これらのことが書かれたのは、イエスが神の子キリストであることを、あなたがたが信じるため、また、 

あなたがたが信じて、イエスの御名によっていのちを得るためである。 

 

５８． ヨハネの黙示録１章３節 

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人々は幸いである。

時が近づいているからである。 

 

５９． ヘブル人への手紙４章１２節 

神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、たましいと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し

通し、心のいろいろな考えやはかりごとを判別することができます。 

 

６０． ローマ人への手紙１５章４節 

昔書かれたものは、すべて私たちを教えるために書かれたのです。それは、聖書の与える忍耐と励ましによって、 

希望を持たせるためなのです。 

 

◆祈り 

 

６１． ヨハネの福音書１４章１４節 

あなたがたが、わたしの名によって何かをわたしに求めるなら、わたしはそれをしましょう。 

 

６２． ヨハネの福音書１５章７節 

あなたがたがわたしにとどまり、わたしのことばがあなたがたにとどまるなら、何でもあなたがたのほしい

ものを求めなさい。そうすれば、あなたがたのためにそれがかなえられます。 

 

６３.  ヨハネの福音書１６章２４節 

あなたがたは今まで、何もわたしの名によって求めたことはありません。求めなさい。そうすれば受けるのです。 

それはあなたがたの喜びが満ち満ちたものとなるためです。 

 

６４． ヨハネの福音書１５章１６節 

あなたがたがわたしを選んだのではありません。わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命したのです。

それは、あなたがたが行って実を結び、そのあなたがたの実が残るためであり、また、あなたがたがわたしの

名によって父に求めるものは何でも、父があなたがたにお与えになるためです。 

 

６５． ヨハネの手紙第一５章１４節 

何事でも神のみこころにかなう願いをするなら、神はその願いを聞いてくださるということ、これこそ神に

対する私たちの確信です。 

 

６６． エレミヤ書３３章２節から３節 

 「地を造られた主、それを形造って確立された主、その名は主である方がこう仰せられる。わたしを呼べ。そう

すれば、わたしは、あなたに答え、あなたの知らない、理解を越えた大いなる事を、あなたに告げよう。 

 



６７． マルコの福音書１１章２４節 

だからあなたがたに言うのです。祈って求めるものは何でも、すでに受けたと信じなさい。そうすれば、その

とおりになります。 

 

６８． マタイの福音書６章３３節 

だから、神の国とその義とをまず第一に求めなさい。そうすれば、それに加えて、これらのものはすべて与え

られます。 

 

６９． ルカの福音書１１章１３節 

してみると、あなたがたも、悪い者ではあっても、自分の子どもには良い物を与えることを知っているのです。

とすれば、なおのこと、天の父が、求める人たちに、どうして聖霊を下さらないことがありましょう。 

 

７０． ピリピ人への手紙４章６節から７節 

何も思い煩わないで、あらゆるばあいに、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を

神に知っていただきなさい。そうすれば、人のすべての考えにまさる神の平安が、あなたがたの心と思いを 

キリスト・イエスにあって守ってくれます。 

 

◆伝道 

 

７１． ローマ人への手紙１０章１５節 

遣わされなくては、どうして宣べ伝えることができるでしょう。次のように書かれているとおりです。「良い

ことの知らせを伝える人々の足は、なんとりっぱでしょう。」 

 

７２． マルコの福音書３章１３節から１５節 

さて、イエスは山に登り、ご自身のお望みになる者たちを呼び寄せられたので、彼らはみもとに来た。そこで

イエスは十二弟子を任命された。それは、彼らを身近に置き、また彼らを遣わして福音を宣べさせ、悪霊を 

追い出す権威を持たせるためであった。 

 

７３． マルコの福音書１６章１６節から１７節 

信じてバプテスマを受ける者は、救われます。しかし、信じない者は罪に定められます。信じる人々には次の

ようなしるしが伴います。すなわち、わたしの名によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り、  

 

７４． テモテへの手紙第一２章４節 

神は、すべての人が救われて、真理を知るようになるのを望んでおられます。  

 

７５． マタイの福音書２４章１４節 

この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます。 

 

７６． コリント人への手紙第一１章２１節 

事実、この世が自分の知恵によって神を知ることがないのは、神の知恵によるのです。それゆえ、神は

みこころによって、宣教のことばの愚かさを通して、信じる者を救おうと定められたのです。 

 



７７． 使徒の働き１３章４８節 

異邦人たちは、それを聞いて喜び、主のみことばを賛美した。そして、永遠のいのちに定められていた人たち

は、みな、信仰にはいった。 

 

７８． イザヤ書６０章１節 

起きよ。光を放て。あなたの光が来て、主の栄光があなたの上に輝いているからだ。 

 

７９． マタイの福音書４章１９節 

イエスは彼らに言われた。「わたしについて来なさい。あなたがたを、人間をとる漁師にしてあげよう。」 

 

８０． 使徒の働き５章４２節 

そして、毎日、宮や家々で教え、イエスがキリストであることを宣べ伝え続けた。  

 

◆信仰 

 

８１． ローマ人への手紙１章１７節 

なぜなら、福音のうちには神の義が啓示されていて、その義は、信仰に始まり信仰に進ませるからです。「義人

は信仰によって生きる。」と書いてあるとおりです。 

 

８２． へブル人への手紙１１章１節 

信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確信させるものです。 

 

８３． へブル人への手紙１１章６節 

信仰がなくては、神に喜ばれることはできません。神に近づく者は、神がおられることと、神を求める者には

報いてくださる方であることとを、信じなければならないのです。 

 

◆救い 

 

８４． ヨハネの福音書５章２４節 

まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、

永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです。 

 

８５． ヨハネの手紙第一５章１３節 

私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこれらのことを書いたのは、あなたがたが永遠のいのちを

持っていることを、あなたがたによくわからせるためです。 

 

８６． ローマ人への手紙８章１節から２節 

こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。なぜなら、

キリスト・イエスにある、いのちの御霊の原理が、罪と死の原理から、あなたを解放したからです。 

 

 

 



８７． コリント人への手紙第一２章１２節 

ところで、私たちは、この世の霊を受けたのではなく、神の御霊を受けました。それは、恵みによって神から

私たちに賜わったものを、私たちが知るためです。 

 

８８． エペソ人への手紙２章８節から９節 

あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われたのです。それは、自分自身から出たことではなく、

神からの賜物です。行ないによるのではありません。だれも誇ることのないためです。 

 

８９． コリント人への手紙第二５章１７節 

だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、

すべてが新しくなりました。 

 

◆伝道者の生活 

 

９０． ローマ人への手紙１２章１節 

そういうわけですから、兄弟たち。私は、神のあわれみのゆえに、あなたがたにお願いします。あなたがたの

からだを、神に受け入れられる、きよい、生きた供え物としてささげなさい。それこそ、あなたがたの霊的な

礼拝です。 

 

９１． コリント人への手紙第一４章１節 

こういうわけで、私たちを、キリストのしもべ、また神の奥義の管理者だと考えなさい。 

 

９２． ヤコブの手紙４章７節 

ですから、神に従いなさい。そして、悪魔に立ち向かいなさい。そうすれば、悪魔はあなたがたから逃げ去り

ます。 

 

９３． ペテロの手紙第一５章７節から８節 

あなたがたの思い煩いを、いっさい神にゆだねなさい。神があなたがたのことを心配してくださるからです。

身を慎み、目をさましていなさい。あなたがたの敵である悪魔が、ほえたけるししのように、食い尽くすべき

ものを捜し求めながら、歩き回っています。 

 

９４． イザヤ書４０章３１節 

しかし、主を待ち望む者は新しく力を得、鷲のように翼をかって上ることができる。走ってもたゆまず、

歩いても疲れない。 

 

９５． 伝道者の書１２章１節 

あなたの若い日に、あなたの創造者を覚えよ。わざわいの日が来ないうちに、また「何の喜びもない」と言う

年月が近づく前に。 

 

９６． ピリピ人への手紙１章６節 

あなたがたのうちに良い働きを始められた方は、キリスト・イエスの日が来るまでにそれを完成させてくださる 

ことを私は堅く信じているのです。 



９７． ピリピ人への手紙４章１３節 

私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです。 

 

９８． ガラテヤ人への手紙２章２０節 

私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリストが私のうちに

生きておられるのです。いま私が、この世に生きているのは、私を愛し私のためにご自身をお捨てになった神

の御子を信じる信仰によっているのです。 

 

９９． ローマ人への手紙１２章２節 

この世と調子を合わせてはいけません。いや、むしろ、神のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、

神に受け入れられ、完全であるのかをわきまえ知るために、心の一新によって自分を変えなさい。 

 

１００． テモテへの手紙第二２章１節から２節 

そこで、わが子よ。キリスト・イエスにある恵みによって強くなりなさい。多くの証人の前で私から聞いた

ことを、他の人にも教える力のある忠実な人たちにゆだねなさい。 


